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3年生 それぞれの進路実現に向け 

 
 「高遠さくら咲くだるま」に全員で目入れを

し、進路実現に向けて覚悟を新たにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２年生が生徒会活動の充実化

を願い、各活動の目的とそれを

実現する手段についての見返し

を始めました。本校の重要な活

動である「地域交流」について、

「私たちの長谷のこれから」を

観点に、生徒集会や地域・保護

者の方などの大人を交えて考

える活動から始めています。 

 
 

 

 

 

正解がない問いについて、複数の見方と

立場から考え「自分の言葉で語る」 

  
1月 13日、長谷の縁側「長谷サミット」（27

日開催）に向けた生徒集会「どのような長谷に

したいかを考えよう」を開催しました。3年生

の丸茂さんは、自分がとらえている長谷の現

状を踏まえながら、「自身の将来についての思

い」や「期待するふるさと長谷の今後の姿」な

ど、複数の見方から考えを深め、ワークシート

に書き込んだり、後輩と対話したりしました。 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
1月 6 日（金） 三学期始業式 清水校長先生講話より 

 
 

 

 

長谷中生の｢今｣は、 

長谷中 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞから 

「長谷中」 で 検索 

三
学
期
始
業
式 

校
長
講
話
（
抜
粋
） 

今
日
か
ら
四
十
七
日
間
の
三
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
３

学
期
は
、
皆
さ
ん
の
目
標
や
夢
の
実
現
に
向
け
、
自
分
に
厳

し
く
向
き
合
う
学
期
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

「
や
れ
ば
で
き
る
」
は
よ
く
聞
く
言
葉
で
す
。
で
も
言
い

換
え
る
と
「
や
ら
な
き
ゃ
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。
自
分
を
甘
や
か
す
こ
と
な
く
、
目
標
に
向
か
っ
て

一
歩
一
歩
前
進
を
続
け
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

一
年
生
は
、
三
ヶ
月
後
に
は
先
輩
と
呼
ば
れ
る
立
場
に
な

り
ま
す
。
自
分
が
ど
ん
な
先
輩
に
な
り
た
い
か
イ
メ
ー
ジ
を

明
確
に
持
ち
、
そ
の
姿
に
近
づ
い
て
行
か
れ
る
よ
う
、
毎
日

努
力
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

二
年
生
、
最
高
学
年
と
な
る
三
ヶ
月
後
に
は
、
長
谷
中
の

顔
と
し
て
全
校
を
リ
ー
ド
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
ま
で
先
頭
を
歩
い
て
く
れ
た
三
年
生
と
過
ご
せ
る
二

ヶ
月
半
の
間
に
、
自
信
を
付
け
る
と
と
も
に
三
年
生
が
安
心

し
て
卒
業
で
き
る
よ
う
な
姿
を
た
く
さ
ん
見
せ
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

三
年
生
の
皆
さ
ん
、
気
持
ち
の
中
は
受
験
の
こ
と
が
大
き

な
割
合
を
占
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う

に
「
受
験
は
団
体
戦
」
で
す
。
今
ま
で
一
緒
に
成
長
し
て
き

た
仲
間
は
、
受
験
へ
の
不
安
や
苦
し
さ
も
同
じ
よ
う
に
感
じ

て
い
る
仲
間
で
も
あ
り
ま
す
。
励
ま
し
合
い
支
え
合
い
、
是

非
と
も
全
員
で
合
格
を
勝
ち
取
っ
て
く
だ
さ
い
。 
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人権作文人権擁護委員協議会賞受賞 

２年生の藤原さんが夏休みの課題とし

て書いた意見文が、全国中学生人権コン

テスト長野県大会伊那地区予選で「伊那

市人権擁護委員協議会賞」を受賞しまし

た。賞状は中学校の校長室にて伊那市人

権擁護委員さんよりいただきました。 

 

 

 

 

 

熱田神社で絵馬奉納＋地域の宝を知る 

１月１９日、３年生が熱田神社に合格祈願絵馬の奉
納に行きました。絵馬の奉納後、熱田神社の歴史や
社殿、彫刻などについて、実物を見学しながら溝口
未来プロジェクトの中島 章さんに説明していただ
きました。３年生にとって合格祈願だけでなく、身近
な地域の宝について知る機会となりました。 

 

 

 

 

  

過去の災害を自分ごととして考える 

 「3月 11日は東日本大震災。まだ小さか
ったので東日本もあまり知らないです」  
1月 17日に阪神淡路大震災の慰霊とし
て手作りランタンを灯した際の生徒の言葉
です。中学校では、災害発生時の自分や
家族の安全、地域の減災に向けて学習し
たり考えたりする機会を設けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 
 

 

1月末～2月の長谷中学校の予定 

○1 月 27 日（金） 

・長谷の縁側「長谷サミット」① 

○2 月 2 日（木） 

・公立高校前期選抜  

・新入生体験入学②（来年度入学生） 

・中学校説明会  （来年度入学生保護者） 

○2 月 3 日（金） 

・PTA 代議員会② 

○2 月 8 日（水） 

・3 年生総合テスト⑦ 

・学校運営協議会（長谷支え合いの会） 

○2 月 10 日（金） 

・公立高校前期選抜 合格発表 

○2 月 15 日（水） 

・1，2 年生 3 学期 期末テスト 

○2 月 17 日（金） 

・PTA 正副会長会、中間監査  

○2 月 20 日（月） 

・公立高校後期選抜 志願受付（～22 日） 

○2 月 24 日（金） 

・参観日（午前 1～4 校時 自由参観） 

・長谷の縁側「長谷サミット」②（生徒会主催） 

・PTA 総会②、学級 PTA、校長講話 

※ 2 月 27 日（月）から 

完全下校時間が変更 18：00 

 

長谷中学校生徒会 


